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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、ビックデータを活用し、オンライン英語学習を毎日５分から１５分
程度１か月程度継続することで、英語力がどのように伸びていくのかを検証することである。約１,５００名の
大学生が研究に参加した。主な研究成果は以下のようにまとめられる。第一に、短時間学習を毎日一ヶ月継続す
ると、その効果が微視的に積み重なっていく。第二に、日々の学習は、英語力、動機付け、学習適性等に影響を
受ける可能性がある。第三に、毎日の学習成果を大学生にフィードバックすることで、動機付けが向上する。

研究成果の概要（英文）：This study, using big data, attempted to examine how English proficiency 
improves when online English learning is continued for 5 to 15 minutes daily for one month. 
Approximately 1,500 university students participated in the study. The main findings of the study 
can be summarized as follows.First, the effects of short-time learning every day for a month were 
found to be cumulative microscopically. Second, daily learning was likely to be influenced by 
various factors such as English language skills, motivation, and language learning aptitude. Third, 
 providing feedback to university students on the daily learning outcomes likely improved their 
motivation. 

研究分野： 第二言語教育

キーワード： 自己評価　ビックデータ　マイクロステップ　英語力　短時間学習　オンライン学習　明示的知識　暗
示的知識

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的な意義は、第一に、５分から１５分程度のごくわずかな時間であっても、学習を継続することで、英語力
が徐々に積み重なっていく軌跡を描くことができたという点である。第二に、日々の学習の成果を学習者に提示
することによって、学習者のやる気を高めることができたという点である。社会的な意義は、なかなか目に見え
ない学習の成果を、学習者自身に可視化することで、学習を継続しようという意欲の低下を防ぐこともできるよ
うになるということである。さらに、学習成果を家庭等で共有することで、保護者等も、学習者の学習状況を的
確に把握することができるようになるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
グローバルに活躍するための英語力を小・中・高等学校及び大学を通して育成する必要性がこ

れほど叫ばれている時代はないだろう。 
現場の教師や文部科学省そして学習者が真に必要としている情報は、英語ができるようになる
（究極的にはグローバルな英語力を身に付ける）には、児童や生徒（自分自身）が「何を、どの
くらい」勉強しなければならないのかという具体的な指針ではないだろうか。 
このような社会的・教育的な要求に応えることが言語学の使命や意義でもあるが、以下の理由

で、全く役目を果たせてはいない。それは、日、週、月、年の単位で勉強し続けたら英語力は向
上するという習得レベルの長期的変化に関するデータを客観的に示すことができていないから
である。 
 
２．研究の目的 
近年の第二言語習得研究では，どのような指導や学習を行えば，第二言語習得が促進されるの

かという研究が盛んであり，日本人に対する英語指導に様々な知見がもたらされている。しかし，
これまでの研究に問題点がないわけではない。誌面の都合上，長期的な研究が限られていること
だけ指摘したい。 
例えば，ほんとんどの研究は，ある時点で何らかの指導や学習を短期間行い，その効果を短い

インターバルをおいて測定することが多い。そのような研究によって得られたデータは，日々学
習を長期間継続するという特徴を持つ日本の英語教育にとって重要な意味を持たない可能性も
ある。 
そこで、本研究は，これまでの第二言語習得研究では行われてこなかった，毎日短時間の学習

を一ヶ月程度継続する場合の効果を検証することを目的としている。 
 
３．研究の方法 
（１）学習コンテンツ 
まず、大学入試に必要とされる英単語が収録されている 9 冊の本（例：ターゲット、速読英単

語）のうち 3 冊以上で重複して掲載されている英単語を選択した。次いで、全国の 13 の国立大
学の 1、2 年生対象に実施した調査データを基にランキングを作成した。そのランキング（Level 
1～11）の中から、本実践では 2 つの Level を提供した。その際、Level 11 は全員の参加者に共通
して提供し、もう一つのレベルは学習者自身に選択させた（しかし、U１と U2 の参加者は Level 
9 を学習するように求められた）。 
 
（２）課題 
スマートフォン等からログインして一両日中に 1 日分（２つの Level）の学習を完了させた。

英単語の意味を、1 日約 15 分延べ 100 個程度のペースで、英単語の意味を覚えようとせず、到
達度を 4 段階（「よい」「もう少し」「だめ」「全くだめ」）で自己評定させた（学習）。また、学習
を開始した日から 25 日以内に、4 サイクル分（20 日分：各サイクルの 5 日目の客観テストまで）
の学習を完了させ、できるだけ 1 日に 1 日分の学習をさせた。 
 
（３）単位学習期間の流れとスケジュール条件の概要 
自己評定の学習が 4 日分終わると、5 日目に客観テスト（選択式）が現れる。4 日分の学習と

1 日のテストを 1 サイクルとした。学習は、2 日に 1 度のペースで同じ英単語が出現するスケジ
ュール（スケジュール C）と、4 日に 1 度のペースのスケジュール（スケジュール B）で行われ
た。客観テストはスケジュール B の英単語のみを対象とした。 
 
（４）参加者 

2015 年度は、3 つの大学の学生 297 名が実践に参加した。全行程の学習を行い，データの欠
損がなく、かつ最後のサイクルで自己評定値が 3.0 に到達しない学生のみを分析の対象とした
（2016、2017 年度も同様）。スケジュール B が 84 名、スケジュール C が 63 名が、それぞれ分
析対象であった。2016 年度は、3 つの国立大学の大学生 433 名が実験に参加した。スケジュー
ル B と C それぞれのサンプル数は、A は 284 名中 101 と 57、B は 81 名中 40 と 24、C は 68
名中 27 と 22 であった。2017 年度は、6 つの大学（U1、U2、U3、U4、U5、U6）の学生が実
践に参加した。スケジュール B と C それぞれのサンプル数は、U1 は 91 と 70、U2 は 56 と 36、
U3 は 71 と 59、U4 は 129 と 102、U5 は 31 と 27、U6 は 57 と 48 であった。 
 
４．研究成果 
(1) 自己評定値の平均の推移（2015 年度のデータより） 
 スケジュール C に関して、一要因分散分析を行ったところ、有意なサイクルの効果が見られ
た（F (9, 261) = 51.02, p < .01）。Holm 法による多重比較の結果、多数の有意差が見られたが、5
サイクル以上の条件の間には有意差が認められなかった。スケジュール B に関しても同様の分
析を行ったところ、有意なサイクルの効果が見られ（F (4,220) = 132.18, p < .01）、すべてのサイ
クルの条件の組み合わせに有意な差が認められた（p < .05）。同様の結果は、2016 年度、2017 年
度でも、確認されている。これらのことは、まず、毎日短時間自己評定を一か月程度継続するだ



けでも、その効果がマイクロに積み重なっていくことを示している。それを裏付けるように、自
己評定と客観テストの相関は中程度（r = .53）であった（2017 年度のデータより）。第二に、短
時間学習の効果は、コンテンツを繰り返すインターバル（2 日か 4 日か）によって影響を受ける
ことが示された。同様の結果は、2016 年度、2017 年度でも、確認されている。コンテンツを繰
り返すのであれば、2 日おきよりも 4 日おきの方が、学習効率が良い可能性がある。 
 

 

 
(2) 自己評定値の平均の推移と学習者要因（2017 年度のデータから） 
スケジュール C に関して分散分析を行ったところ、大学とサイクルの主効果（F(5, 3419)=17.61, 

p<.000; F(9, 3419)=224.30, p<.000）、交互作用が確認された（F(45, 3419)=2.87, p<.000）。多重比較
の結果、大学の違いによりサイクル間の平均値差が有意である箇所に違いがみられた。2016 年
度データでも同様の結果が得られている。このことは、短時間学習の発達が学習者要因（例：英
語習熟度、動機付け、言語分析能力）に影響を受けることを示している（鈴木・佐久間・寺澤，
印刷中）。今後はどの学習者要因が短時間学習の効果に影響を及ぼすのかを検証していく必要が
ある。 
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